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令和４年度 第４回 介護保険運営協議会議事録 

 

 

開催日時  令和５年３月24日（金）午後２時00分から午後４時00分まで 

開催場所  横須賀市役所 本庁舎３号館５階 正庁 

出 席 者 

【委 員】橋本委員長、秋澤委員、五十嵐委員、大島委員、佐野委員、髙﨑委員、 

武尾委員、玉井委員、星名委員、三浦委員、安田委員 

（欠席） 鈴木副委員長、金井委員、工藤委員、仲委員 

【事務局】介護保険課 宍戸課長、小西係長、桂係長、国部係長、佐藤係長、竹内主査、 

茂木係長、関澤主任、有馬主任、川口主任、瀬川、坂庭 

     地域福祉課 藤崎課長、岩﨑主査 

指導監査課 吉田課長、鈴木係長、安藤係長 

福祉施設課 青木課長、関係長 

福祉総務課 白石係長、清家主任 

健康増進課 山本課長、川田課長補佐 

【傍聴者】０名 

 

１ 開 会 

   事務局（介護保険課長）の司会で開会した。 

 

２ 委員紹介 

  令和５年１月23日付けで委嘱を行った委員について、事務局から名前を読み上げ

紹介した。 

 

３ 議 題 

（１）介護保険運営状況について【報告事項】 

事務局から資料２に基づき説明を行い、以下の質疑があった。 

 

委 員  ９ページの保険料収納状況において滞納をしている理由は。 

事務局  理由として多いのは、収入が少ないことが挙げられる。 

年金天引きの納め方もあり、そちらに該当する人はあまり滞納にならない。 

委 員  滞納している人に対して何かフォローをしているのか。 

事務局  納付指導員が同じ人に年間４回ほど、状況が変わっていないかなどの確認

に訪問している。 
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委 員  滞納繰越分の収納率は年度末に近づくにつれて上がっていくのか。 

事務局  そのとおりである。滞納繰越分は年度途中に支払いがあると、収納率が上

がっていく。 

委 員  ８ページの特別給付について、利用が落ちているが何か手立てはないのか。 

事務局  施設入浴サービスは、デイサービスで入浴できる機会が普及してきたこと、

自宅のお風呂のバリアフリー化など状況の変化により、利用希望が年々少

なくなってきている。しかし一定数利用者もいるため、現状ではサービス

の廃止は検討していない。 

搬送サービスは事業者側の人手不足が大きく、サービス提供を辞めた事業 

者もある。人手不足は特別給付に限らず介護サービス全体に関わるため、 

人材確保のための取り組みを継続していきたい。 

委 員  ６ページの介護予防サービスにおける訪問看護は、予算額に比べて伸びて

いるが、どんな形で依頼されサービス提供をしているのか。 

事務局  医師の指示に基づいてサービス提供されている。原則は通院困難な場合だ

が、自宅内での動作の低下が認められ、個々の環境に合わせたリハビリを

要するときも認められている。このように個々に合わせたきめ細かいサー

ビスを提供できるため、利用が増加していると考える。 

委 員  ８ページの特別給付について、施設入浴サービスの事業者が減っている理

由は。 

事務局  事業者は、利用希望が少ないことと、入浴サービスのみにスタッフを配置

しておくのは効率的ではない、との理由でやめている。 

委 員  デイサービスへ入浴が移っているという話だが、入浴のみを希望する場合

は施設入浴のほうが時間も短くすみ本人の負担が少ない。そのためその考

えには疑義がある。訪問入浴で対応できない場合もあり、施設入浴は貴重

な機会であると考える。利用率の減少は様々な観点からみていく必要があ

ると思う。 

委 員  搬送サービスの人手不足への対応は。また、制度の運用方法の緩和はでき

ないのか。 

事務局  令和３年度に制度の一部緩和を行っている。件数は若干上昇したが、今回

の緩和によるのか、コロナによる反動なのかは、現状数字からは見えてい

ない。また、人手不足への対応として、現在市では離職防止を主に行って

いる。今年度行った事業所へのアンケートを分析し、事業所の声を反映し

た施策を、特別給付含めて９期計画に向けて検討していきたい。 
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（２）地域密着型サービスについて 

   【意見聴取事項（事前）】 

    ①地域密着型サービス事業者等の指定に係る 

意見について（本市の募集によるもの） 

②介護予防支援事業者の指定について 

③介護予防支援事業者の廃止について 

   事務局から資料３－１から３－３に基づき説明を行い、以下の質疑があった。 

 

委 員  資料３－１の７ページについて、１階の宿泊室はなにか。 

事務局  １階の宿泊室は施設職員のものである。看護小規模多機能だけでなく特別

養護老人ホームや事務所もあるため、そこの職員が利用している。 

委 員  今回新しく建てたのか。 

事務局  建物は元からあり、特別養護老人ホームの内装を変えた形である。 

 

  【意見聴取事項（事後）】 

    地域密着型サービス事業者の指定に係る意見について 

   事務局から資料４に基づき説明を行い、以下の質疑があった。 

 

 委 員  消火器が事務室側の廊下にあるが、足に引っかかるなど危険性はないのか。 

 事務局  以前同様の指摘を受け、事業所へ確認した。事務室のそばで、いざという 

ときに利用しやすい位置に置いているとのことだった。利用者に不都合が 

あるときは改善するよう事業所へ伝えた。 

 

【報告事項】 

 ①地域密着型サービス事業者等の指定更新について 

②地域密着型サービス事業の廃止について 

   事務局から資料５－１から５－２に基づき説明を行い、以下の質疑があった。 

 

委 員  廃止の理由は何か。 

事務局  市外は利用者がいなくなったため、市内は事業譲渡とのみ聞いている。 

委 員  今回のように事業がうまくいっているところ、いってないところがあるが 

市としてどう考えているか。 

事務局  介護保険事業計画上で施設の整備計画を策定し、進捗管理を行っている 

が、看護小規模多機能型居宅介護や小規模多機能型居宅介護は宿泊を伴い 

24時間対応のため、人員配置が難しいと事業者から声が挙がっている。 

９期計画を考えていくうえで、事業所の状況を伺いながら分析していく。 
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（３）地域包括支援センターについて 

【承認事項】 

地域包括支援センターにおける介護予防支援等業務の委託について 

事務局から資料６に基づき説明を行い、以下の質疑があった。 

 

委 員  地域包括支援センターは業務がひっ迫しているが、どのくらい居宅の業務

委託できているか把握しているか。委託の数値目標が必要ではないか。 

事務局  以前からその話はあり、地域包括支援センターと話し合いを行ってきた。

数値目標があると、地域包括支援センターも居宅の事業所もその数値をク

リアしないといけないという思いからそれぞれが苦しくなるため、双方に

プラスにならないとして、数値目標の設定は考えていない。 

委員長  本件を事務局提案通りに進めるには協議会において承認する必要がある。

承認について異議はないか。 

委 員  （全員承認） 

 委員長  地域包括支援センターにおける介護予防支援等業務の委託について承認 

する。 

 

（４）介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）の進捗状況について 

【報告事項】 

事務局から資料７に基づき説明を行い、以下の質疑があった。 

 

委 員  住民主体型訪問サービスを担う団体数を50にする目標だったかと思うが、

今回の資料をみると16団体のみか。 

  事務局  この制度は立ち上げてから３年間補助をするもので、16団体は補助対象で

ある。補助は終わったが継続している団体を含めると、45団体ほどある。 

委 員  介護保険だけでは今後行き届かない部分がでてくるため、こういった団体

は重要になってくると思う。 

事務局  今後も立ち上げの補助をしていきたい。 

委 員  45団体がどのようなことをしているのか、対応地域など一覧表の準備はあ

るか。 

事務局  今回の16件はHPへの掲載や、地域包括支援センターへ情報提供をしている。

それ以外の団体は、神奈川県が管理しているHPへの掲載や、中には情報の

掲載を希望していない団体もある。そのため詳細は福祉総務課へ問い合わ

せていただければと思う。 

委 員  団体の活動は孤独・孤立対策にも寄与すると考えるので、広く推し進めて

いってもらいたい。 
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事務局  地域の支え合いを目的に、住民の熱意から生まれている団体であるため、

色んなところで活躍してほしい思いもあるが、団体の負担にならないよう

バランスを見ながら進めていきたい。 

 

４ 情報提供 

（１）第８期介護保険事業計画に基づく施設等の整備予定について 

（令和４年度から令和５年度） 

事務局から資料８に基づき説明を行い、以下の質疑があった。 

 

委 員  認知症対応型共同生活介護事業所は利用費用と高齢者の収入が見合って

おらず、利用しにくい面がある。事業所を増やしていく計画なら、他市の

ように施設補助を検討してもらいたい。 

 

（２）横須賀市高齢者保健福祉計画（第９期介護保険事業計画を含む）の策定に向けた

市民アンケート調査等の実施状況について 

事務局から資料９に基づき説明を行った。質疑はなかった。 

 

（３）令和５年度当初予算の概要について 

事務局から資料10に基づき説明を行い、以下の質疑があった。 

 

委 員  ２ページの認知症高齢者に対する位置情報検索システム導入費などの助 

成は、認知症高齢者が行方不明になった際に警察や関係団体などと協力し 

て情報を集める仕組みとは関係なく、市が独自に行うものか。 

 事務局  今回の補助はその仕組みとは別に、認知症高齢者が人気のないところに迷

い込み探すのが困難となってしまうケースがあるため、導入に踏み切った。 

 

（４）新型コロナウイルス感染症への対応について（高齢者関係） 

事務局から資料11に基づき説明を行った。質疑はなかった。 

 

５ その他 

   事務局から案件はなかった。 

  

６ 閉 会 

次回の開催は令和５年６月22日(木)午後２時からを予定していることを事務局 

（介護保険課長）から提示し、閉会した。 
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※この議事録は委員等の発言の要点筆記である。 

以上 


